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６
月
定
例
会
の
一
般
質
問
の
要
旨
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。
（
発
言
順
）

■
萩
原
德
一
議
員

問
い
　
①
県
道
名
張
曽
爾
線
沿
い
の
復
旧
状

況
に
つ
い
て

　
昨
年
の
台
風
に
よ
る
小
太
郎
岩
か
ら
名
張

寄
り
の
山
崩
れ
現
場
は
、
現
在
、
防
護
柵
を

設
置
し
復
旧
し
て
い
ま
す
が
、
現
場
を
見
ま

す
と
、
石
や
砂
利
が
む
き
出
し
状
態
で
、
上

部
に
は
岩
が
あ
り
今
に
も
落
ち
な
い
か
不
安

で
す
。
こ
れ
か
ら
台
風
や
大
雨
の
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
非
常
に
危
険
で
す
。
今
後
、
崩
落
が

あ
る
と
防
護
柵
で
は
も
た
ず
、
死
傷
事
故
に

つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
こ
と
か
ら
、
防
護
ネ
ッ
ト
を
取
り
付

け
る
等
の
対
策
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

村
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁　
①
（
芝
田
村
長
）

　
宇
陀
土
木
事
務
所
で
は
、
掘
削
工
、
落
石

防
護
柵
工
及
び
重
力
式
擁
壁
工
の
災
害
復
旧

工
事
を
行
い
、
平
成
30
年
９
月
28
日
に
完
了

し
ま
し
た
。

　
完
了
後
も
安
全
確
保
の
た
め
安
全
柵
を
撤

去
せ
ず
、
法
面
の
安
定
を
監
視
す
る
機
械
を

設
置
し
、
ま
た
監
視
カ
メ
ラ
で
全
体
を
監
視

す
る
な
ど
、
安
全
確
認
の
た
め
、
そ
の
対
策

を
約
７
ヶ
月
間
と
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
法
面
が
落
ち
着
き
安
全
で
あ
る

と
確
認
さ
れ
た
た
め
、
平
成
31
年
４
月
27
日

に
安
全
防
護
柵
を
撤
去
し
、
２
車
線
通
行
と

な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
安
全
性
等
に
つ
い
て
、
土
木
事
務

所
か
ら
の
内
容
を
担
当
課
長
か
ら
説
明
し
ま

す
。

説
明　
①
（
森
澤
地
域
建
設
課
長
）

　

県
道
名
張
曽
爾
線
の
復
旧
工
事
に
関
し

て
、
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
ど
の

よ
う
な
設
計
で
あ
っ
た
の
か
、
宇
陀
土
木
事

務
所
へ
確
認
し
た
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
１
つ
目
は
掘
削
工
で
す
。
崩
壊
土

砂
を
除
去
す
る
と
と
も
に
、
不
安
定
な
岩
、

転
石
を
除
去
し
、
法
面
の
崩
壊
が
な
い
よ
う

安
定
勾
配
で
仕
上
げ
る
設
計
と
な
っ
て
い
ま

す
。
２
つ
目
の
落
石
防
護
柵
工
は
、
掘
削
工

の
施
工
範
囲
の
上
部
や
山
中
の
転
石
の
状

況
、
大
き
さ
、
そ
れ
に
加
え
て
、
地
質
調
査

を
実
施
し
て
い
た
だ
き
、
防
護
柵
の
基
準
を

決
定
し
て
い
ま
す
。
最
後
に
、
植
生
工
は
で

き
て
い
ま
せ
ん
が
、
施
工
に
あ
た
っ
て
は
、

植
生
マ
ッ
ト
を
敷
き
、
法
面
の
浸
食
を
防
ぐ

設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
状
に
つ
い
て
は
、
落
石
等
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
が
、
落
石
防
護
柵
内
で
収
ま
っ
て
い

る
状
況
で
す
。
今
後
に
つ
い
て
も
、
引
き
続

き
、
土
木
事
務
所
が
巡
視
し
法
面
状
態
を
確

認
し
ま
す
。

■
萩
原
德
一
議
員

問
い
　
②
ホ
タ
ル
公
園
の
土
砂
崩
壊
場
所
の

復
旧
に
つ
い
て

　
こ
の
場
所
は
、
過
去
に
も
崩
れ
た
経
緯
が

あ
り
、
地
質
調
査
を
行
っ
て
か
ら
対
策
を
考

え
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
場
所

で
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
早
急
に
調
査
を
行
い

復
旧
工
事
を
行
う
べ
き
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ホ
タ
ル
公
園
は
、
ホ
タ
ル
祭
り
の

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
も
あ
り
、
最
近
は
ホ
タ
ル

の
曽
爾
村
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
も
強
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
本
年
の
ホ
タ
ル
祭
り
は
中

止
と
な
り
ま
し
た
が
、
早
急
に
復
旧
工
事
を

行
い
、
ホ
タ
ル
の
曽
爾
村
と
し
て
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
曽
爾
村
の
活
性
化
に
つ

な
げ
な
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
が
、
村
と
し
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
、
村
長

に
伺
い
ま
す
。

答
弁　
②
（
芝
田
村
長
）

　
現
場
の
法
面
は
、
以
前
竹
藪
で
あ
り
、
軟

弱
な
土
質
で
過
去
に
も
何
度
か
崩
壊
し
て
い

ま
す
。
復
旧
工
事
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か

る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
工
法
が
良
い
の
か
、

ま
た
何
ら
か
の
補
助
対
象
が
あ
る
の
か
関
係

し
て
い
ま
す
土
木
事
務
所
、
農
林
事
務
所
、

観
光
部
局
に
も
相
談
、
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
地
質
調
査
等
、
復
旧
対
策
の
計
画
を
早

急
に
策
定
し
、
復
旧
に
向
け
て
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ホ
タ
ル
祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
は
、
関
係
各
位
の
ご
努
力
も
あ
り
、
毎

年
、
来
場
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ホ
タ
ル

の
生
息
は
き
れ
い
な
川
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
か
ら
、
日
本
で
最
も
美
し
い
村
曽
爾

村
の
象
徴
の
１
つ
と
し
て
考
え
て
お
り
、
交

流
人
口
の
増
加
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

■
大
向
實
議
員

問
い
　
③
林
業
施
策
全
般
に
つ
い
て

　
基
幹
産
業
で
あ
る
曽
爾
村
に
お
け
る
林
業

は
、
低
迷
し
て
い
る
と
は
い
え
、
前
を
見
据

え
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
一
度
、
林
業
の
施
策

全
般
に
つ
い
て
、
村
長
の
基
本
的
な
考
え
を

伺
い
ま
す
。

答
弁　
③
（
芝
田
村
長
）

　
本
年
度
は
、
施
業
放
置
林
整
備
事
業
、
美

し
い
森
林
づ
く
り
基
盤
整
備
事
業
、
水
源
林

造
林
整
備
事
業
、
県
産
材
生
産
促
進
事
業
、

獣
害
に
つ
よ
い
里
山
づ
く
り
事
業
、
里
山
再

生
事
業
な
ど
、
林
業
振
興
費
等
に
お
い
て
、

6
月
定
例
会
一
般
質
問

問
い

問
い

答
弁

説
明

議
会
だ
よ
り

答
弁

問
い

答
弁
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約
６
，
０
０
０
万
円
の
予
算
を
計
上
し
て
い

ま
す
。
森
林
組
合
の
強
化
事
業
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
昨
年
度
か
ら
大
幅
に
増
額
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
要
望
活
動
し
て

い
ま
し
た
森
林
環
境
税
が
、
令
和
元
年
度

の
税
制
改
正
に
お
い
て
、
森
林
環
境
税
及

び
森
林
環
境
譲
与
税
を
創
設
す
る
と
明
記
さ

れ
、
本
年
度
よ
り
、
市
町
村
及
び
都
道
府
県

に
譲
与
さ
れ
ま
す
。
市
町
村
へ
の
配
分
基
準

と
し
て
は
、
私
有
林
、
人
工
林
面
積
割
が

50
％
、
林
業
就
業
者
割
が
20
％
、
人
口
割
が

30
％
で
す
。
試
算
に
よ
る
と
、
曽
爾
村
は
約

６
６
０
万
円
位
に
な
り
、
こ
の
大
切
な
財
源

を
有
効
に
活
用
し
林
業
施
策
に
生
か
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
な
森
林
づ
く
り
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
、
県
が
推
奨
し
て
い
ま
す
ス

イ
ス
型
森
林
管
理
で
す
が
、
１
つ
は
治
山
、

治
水
に
よ
る
災
害
防
止
機
能
の
持
続
性
、
１

つ
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
住
民
の
楽

し
み
の
持
続
性
、
そ
し
て
も
う
１
つ
は
、
生

物
、
植
物
の
生
存
、
維
持
の
持
続
性
で
す
。

こ
の
中
で
曽
爾
村
は
、
こ
の
雄
大
な
自
然
景

観
、
環
境
を
生
か
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

づ
く
り
、
森
林
を
生
か
し
た
観
光
づ
く
り
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
屏
風
岩
公
苑
周
辺
を
中
心
と
し
た

麓
の
村
有
地
、
約
１
５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
活

用
し
た
曽
爾
村
森
林
資
源
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
構
想
を
平
成
28
年
度
に
策
定
し
、
事
業
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
事
業
を

さ
ら
に
進
め
て
い
く
た
め
に
県
と
ま
ち
づ
く

り
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
森
林
組
合
、
農
林
業
公
社
な
ど
と

連
携
を
さ
ら
に
密
に
し
、
こ
れ
ま
で
の
施
策

を
継
続
し
な
が
ら
、
林
業
の
活
性
化
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
大
向
實
議
員

問
い
　
④
森
林
の
所
有
者
の
確
認
と
境
界
明

示
に
つ
い
て
（
地
籍
調
査
の
林
業
版
）

　
平
成
18
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
い
ま
す
施

業
放
置
林
整
備
事
業
に
お
い
て
、
毎
年
６
月

か
ら
７
月
頃
に
施
業
地
選
定
作
業
を
村
と
森

林
組
合
、
所
有
者
と
が
一
体
と
な
っ
て
認
定

し
て
い
ま
す
が
、
い
つ
も
苦
労
す
る
の
は
所

有
者
の
確
認
と
境
界
の
確
認
作
業
で
す
。

　
今
後
、
将
来
の
た
め
に
農
地
の
地
籍
調
査

ほ
ど
詳
細
で
な
く
て
も
よ
い
が
、
も
う
少
し

簡
易
な
調
査
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
と
思

い
ま
す
。
村
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
　
④
（
芝
田
村
長
）

　
国
に
お
い
て
は
、
平
成
28
年
５
月
に
森
林

法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
市
町
村
が
統
一
的

な
基
準
に
基
づ
き
、
森
林
の
土
地
所
有
者
や

林
地
の
境
界
に
関
す
る
情
報
な
ど
を
整
備
、

公
表
す
る
林
地
台
帳
制
度
が
創
設
さ
れ
、
平

成
29
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
山
林
の
土
地
に
関
す
る
情
報

は
、
法
務
局
、
地
方
公
共
団
体
、
森
林
組
合

等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
て
保
有
し
て

い
る
も
の
の
、
地
番
、
面
積
、
境
界
な
ど
の

情
報
が
統
一
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

市
町
村
が
林
地
台
帳
を
整
え
る
こ
と
で
、
統

一
的
基
準
に
基
づ
き
山
林
の
土
地
情
報
が
整

備
さ
れ
、
公
表
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

森
林
整
備
に
か
か
る
基
礎
的
情
報
が
統
一
さ

れ
、
共
有
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
曽
爾
村
に
お
い
て
は
、
宅
地
や
農

地
等
の
地
籍
調
査
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
森
林
台
帳
に
つ
い
て
も
、
地
籍
調
査
と

同
様
に
時
間
は
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
順

次
、
計
画
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

■
東
口
敏
哉
議
員

問
い
　
⑤
曽
爾
小
学
校
校
舎
の
跡
地
利
用
に

つ
い
て

　
平
成
30
年
度
よ
り
施
設
分
離
型
で
の
小
中

一
貫
教
育
が
開
始
さ
れ
、
本
年
夏
休
み
か
ら

校
舎
を
改
装
・
改
修
し
、
２
学
期
か
ら
は
小

学
校
校
舎
で
の
一
体
化
運
営
と
な
り
、
令
和

２
年
４
月
よ
り
中
学
校
校
舎
で
の
施
設
一
体

型
の
義
務
教
育
学
校
と
し
て
開
校
さ
れ
る
と

伺
っ
て
い
ま
す
。

　
学
校
校
舎
は
、
耐
震
工
事
が
図
ら
れ
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
価
値
と
利
用
の
範

囲
は
広
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
の
統
廃
合
に
よ
り
、
小
学
校
が
空
き

校
舎
と
な
り
ま
す
が
、
小
学
校
校
舎
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て
、
実
際
に
、
し
ば
ら
く
の
間

は
ど
う
い
っ
た
利
活
用
を
さ
れ
る
の
か
。
ま

た
、
今
後
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
村
は
ど

の
よ
う
な
計
画
・
方
針
に
基
づ
い
て
取
り
組

ま
れ
て
い
く
の
か
、
基
本
的
な
考
え
を
村
長

及
び
教
育
長
に
伺
い
ま
す
。

答
弁
　
⑤
（
芝
田
村
長
）

　
小
学
校
の
施
設
は
、
地
域
に
と
っ
て
身
近

な
公
共
施
設
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
校
舎
な
ど

は
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ
り
、
廃
校

と
な
っ
た
後
も
で
き
る
だ
け
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し
て
生
か
す
こ
と
が

重
要
で
す
。

　
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
社
会
教
育

施
設
の
公
共
施
設
の
ほ
か
体
験
交
流
施
設
な

ど
、
ま
た
、
民
間
事
業
者
と
連
携
し
、
創
業

支
援
の
た
め
の
オ
フ
ィ
ス
や
地
域
資
源
を
生

か
し
た
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ

う
な
活
用
も
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
廃
校

施
設
は
、
村
民
の
創
意
工
夫
に
よ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
用
途
で
活
用
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
国
庫
補
助
金

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
学
校
施
設
を
学
校
教
育

以
外
の
用
途
で
活
用
す
る
場
合
に
は
、
補
助

答
弁

問
い

問
い

答
弁
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金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
文
部
科
学
大
臣
の

承
認
を
受
け
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
廃
校
後
の
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
用

途
に
応
じ
各
省
庁
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
庫

補
助
制
度
が
あ
り
、
そ
の
研
究
も
必
要
で

す
。
ま
ず
、
（
仮
称
）
小
学
校
廃
校
利
活
用

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
曽
爾
村
の
将
来
の

た
め
に
ど
の
よ
う
な
有
効
活
用
が
良
い
の
か

十
分
に
検
討
し
、
計
画
案
を
策
定
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
そ
の
計
画
案
を
試
案
と
し
て
、

各
組
織
や
地
域
の
代
表
者
、
ま
た
有
識
者
を

交
え
て
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、
そ
の
中
で

具
体
的
な
活
用
方
法
を
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
教
育
委
員
会
の
考
え
に
つ
い
て

は
、
教
育
長
か
ら
お
答
え
し
ま
す
。

答
弁
　
⑤
（
尾
上
教
育
長
）

　
小
学
校
の
校
舎
・
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
活
用
方
法
が
あ
る
の
か
、
ま
た

国
の
補
助
事
業
な
ど
も
精
査
し
な
が
ら
、

（
仮
称
）
小
学
校
廃
校
利
活
用
検
討
委
員
会

に
諮
る
素
案
の
協
議
を
始
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
学
童
保
育
に
つ

い
て
、
保
護
者
説
明
会
や
学
童
保
育
の
保
護

者
か
ら
学
童
保
育
は
小
学
校
で
実
施
し
て
ほ

し
い
と
い
う
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
、
小

学
校
の
校
舎
や
運
動
場
を
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
小
学
校
の
体
育
館
と
運
動
場
は
毎

週
火
曜
日
に
曽
爾
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が

使
用
し
て
い
ま
す
。
体
育
館
は
水
曜
日
に
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
同
好
会
が
、
金
曜
日
に
は
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
が
使
用
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
健
全
育
成
や
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
施
設
と

し
て
、
今
後
も
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
村
に
は
小
さ
な
図
書
室
し
か
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
図
書
室
の
機
能
を
小
学
校
に

移
転
で
き
れ
ば
、
あ
る
程
度
の
規
模
の
図
書

室
が
で
き
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
検
討
委
員
会
で
十
分
に
協
議
し

て
、
決
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
木
治
正
人
議
員

問
い
　
⑥
林
道
整
備
に
つ
い
て

　

既
設
林
道
の
点
検
実
施
と
森
林
基
盤
整

備
、
搬
入
搬
出
の
現
状
は
、
林
地
に
接
す
る

道
路
の
有
無
に
よ
っ
て
、
整
備
の
対
象
を
考

慮
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　
林
業
機
械
の
大
型
化
に
伴
う
林
道
利
用
状

況
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
林
道
の
点

検
、
改
善
改
修
、
ま
た
新
設
が
必
至
で
あ
り

ま
す
。
村
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
　
⑥
（
芝
田
村
長
）

　
林
道
は
、
村
道
と
違
っ
て
受
益
者
管
理
と

負
担
が
原
則
で
す
。
現
在
、
林
道
の
点
検
と

維
持
は
、
基
本
的
に
は
受
益
者
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
必
要
時
に
は
担
当
課
職
員
に
よ
る

見
回
り
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
機
械
の
大
型
化
に
伴
う
現
道
拡
幅
や
新
た

な
林
道
開
設
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
森
林

整
備
計
画
を
基
本
と
し
て
、
路
網
整
備
の
支

援
を
し
て
い
き
ま
す
が
、
受
益
者
負
担
を
伴

う
こ
と
か
ら
、
受
益
者
間
で
の
調
整
を
し
て

い
た
だ
き
、
現
場
を
よ
り
把
握
し
て
い
る
森

林
組
合
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
各
種
補
助

制
度
の
予
算
確
保
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

■
木
治
正
人
議
員

問
い
　
⑦
簡
易
作
業
道
開
設
事
業
の
補
助
金

に
つ
い
て

　

過
去
３
年
間
の
開
設
事
業
実
績
を
調
査

し
ま
す
と
、
43
路
線
、
総
延
長
１
万
２
，

０
４
８
ｍ
、
総
事
業
費
６
５
９
万
２
５
６

円
、
自
己
負
担
４
１
８
万
６
５
６
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
簡
易
作
業
道
開
設
事
業
補
助
金
は
、
受
益

者
・
事
業
者
に
と
っ
て
最
も
有
効
で
あ
り
、

県
産
材
の
産
出
意
欲
を
向
上
さ
せ
る
も
の
と

思
い
ま
す
。　

　
当
事
業
の
工
事
試
算
額
並
び
に
補
助
金
の

増
額
を
早
急
に
検
討
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

村
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
　
⑦
（
芝
田
村
長
）

　
こ
の
補
助
金
制
度
は
、
曽
爾
村
簡
易
作
業

道
開
設
事
業
補
助
金
要
綱
に
よ
り
、
平
成
13

年
度
か
ら
適
用
し
て
い
ま
す
。
補
助
基
準
と

し
て
、
簡
易
作
業
道
１
ｍ
当
た
り
２
０
０
円

を
限
度
と
し
、
事
務
費
は
補
助
金
の
15
％
を

乗
じ
た
金
額
を
上
限
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
森
林
所
有
者
、
村
の

林
業
の
活
性
化
の
た
め
に
、
補
助
金
額
の
見

直
し
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
補
助
制
度
の
適
用
以
来
、
18
年
が
経
過

し
て
お
り
、
現
在
の
工
事
価
格
も
考
慮
し
な

が
ら
、
事
業
体
で
あ
り
ま
す
森
林
組
合
や
生

産
森
林
組
合
と
も
協
議
し
な
が
ら
、
補
助
金

の
増
額
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

■
木
治
正
人
議
員

問
い
　
⑧
指
定
管
理
者
制
度
の
指
定
期
間
満

了
に
伴
う
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

　
本
年
度
に
お
い
て
期
間
満
了
と
な
る
施
設

が
あ
り
ま
す
が
、
指
定
管
理
施
設
の
老
朽
化

に
伴
う
維
持
補
修
費
は
、
指
定
管
理
者
と
の

協
議
に
よ
り
補
助
金
と
し
て
公
費
負
担
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
対
応
と
し
て
、
施
設
維
持
管
理
経

費
の
責
任
分
担
範
囲
を
精
査
検
討
し
、
協
定

書
へ
詳
細
に
記
載
す
る
時
期
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
村
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

答
弁

問
い

問
い

答
弁

答
弁

問
い
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答
弁
　
⑧
（
芝
田
村
長
）

　
曽
爾
村
が
設
置
し
た
曽
爾
高
原
フ
ァ
ー
ム

ガ
ー
デ
ン
等
の
観
光
施
設
に
つ
い
て
は
、
曽

爾
村
公
の
施
設
に
お
け
る
指
定
管
理
者
の
指

定
の
手
続
き
等
に
関
す
る
条
例
に
よ
り
、
議

会
の
議
決
を
得
て
、
一
般
財
団
法
人
曽
爾
村

観
光
振
興
公
社
に
指
定
管
理
と
し
て
、
管
理

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
曽
爾
ぬ
る
べ
の
郷
、
歴
史
文
化
交
流

館
、（
通
称
）曽
爾
高
原
お
亀
の
湯
が
、
本
年

11
月
30
日
を
も
っ
て
、
15
年
間
の
期
間
満
了

と
な
り
、
ま
た
そ
の
他
の
観
光
施
設
は
、
令

和
２
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
観
光
振
興
公
社
は
、
観
光
客
の
誘
致
、
特

産
品
の
開
発
、
施
設
の
適
正
な
管
理
運
営
、

そ
し
て
村
民
の
雇
用
な
ど
、
村
の
活
性
化
に

大
い
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
か

ら
、
今
後
も
引
き
続
き
、
村
の
出
資
し
て
い

る
観
光
振
興
公
社
に
指
定
管
理
者
と
し
て
、

指
定
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
協
定
の
締
結
に
あ
た
っ
て
は
、
利
用
料
金

に
関
す
る
事
項
、
村
が
支
払
う
べ
き
管
理
費

用
に
関
す
る
事
項
、
ま
た
修
理
に
か
か
る
費

用
分
担
な
ど
、
協
定
書
に
は
明
確
化
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
村
が
出
資
し
た
公
社
で
あ
っ

て
も
、
経
費
の
責
任
分
担
範
囲
を
明
確
に
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
内
の
類
似
し
て
い
る
公
社
や
指

定
管
理
者
の
状
況
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
今

後
の
公
社
の
経
営
や
施
設
の
修
繕
も
考
え
、

公
社
の
理
事
長
で
あ
り
ま
す
副
村
長
、
担
当

課
長
が
中
心
と
な
り
、
議
会
や
有
識
者
の
意

見
も
聞
き
な
が
ら
十
分
精
査
、
協
議
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
の
公
社
の
運
営
や
今
後
の
公

社
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、
副
村
長
か
ら
公

社
の
理
事
長
の
立
場
と
し
て
説
明
し
ま
す
。

説
明
　
⑧
（
德
田
副
村
長
（
理
事
長
））

　

一
般
財
団
法
人
曽
爾
村
観
光
振
興
公
社

は
、
財
団
法
人
と
し
て
設
立
し
、
平
成
25
年

４
月
１
日
か
ら
は
一
般
財
団
法
人
へ
移
行

し
、
設
立
し
て
21
年
目
と
な
り
ま
す
。

　
観
光
施
設
の
管
理
委
託
は
、
平
成
11
年
７

月
23
日
の
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
曽
爾
か
ら
始
ま

り
、
今
で
は
、
11
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し

て
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
的
に
指
定
管
理
者
制
度
で
は
、
設
備

投
資
や
設
備
の
更
新
な
ど
自
治
体
が
行
い
、

修
繕
に
つ
い
て
は
、
限
度
額
以
上
は
自
治
体

が
負
担
す
る
形
で
す
が
、
観
光
振
興
公
社

は
、
設
備
投
資
、
設
備
更
新
、
修
繕
費
用
も

負
担
し
て
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
観
光
施
設
を
整
備
し
た
目
的
と
し
て
、
雇

用
の
確
保
、
特
産
品
の
開
発
、
観
光
客
の
誘

致
な
ど
、
村
の
活
性
化
に
大
い
に
貢
献
で
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
状
は
、
大
規
模
な
施

設
が
多
く
、
建
築
以
来
20
年
近
く
経
過
し
、

経
年
劣
化
に
よ
る
大
型
修
繕
も
必
要
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後
も
雇
用
の
維
持
、

経
営
の
安
定
を
考
え
る
と
、
施
設
の
更
新
や

修
繕
の
責
任
分
担
の
見
直
し
は
必
要
で
あ

り
、
指
定
管
理
の
期
間
満
了
を
機
に
責
任
分

担
を
精
査
し
、
よ
り
観
光
振
興
公
社
が
村
の

活
性
化
に
貢
献
で
き
る
形
を
と
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
臨　
時　
会　

　
令
和
元
年
第
４
回
曽
爾
村
議
会
臨
時
会
が

７
月
10
日
に
開
会
し
、
次
の
と
お
り
審
議
さ

れ
た
議
案
は
、
可
決
さ
れ
同
日
閉
会
し
ま
し

た
。

 

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

□
小
中
一
貫
教
育
施
設
一
体
化
改
修
工
事　

契
約
金
額
６
４
９
，
０
０
０
，
０
０
０
円

・
受
注
者　

小
中
一
貫
教
育
施
設
一
体
化

改
修
工
事 

松
塚
・
中
和
特
定
建
設
工

事
共
同
企
業
体　

代
表
者 

松
塚
建
設

（
株
） 
代
表
取
締
役 

井
上
清
利　
構
成

員
（
株
）
中
和
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

代
表
取
締
役 
大
浦
晃
平　

令
和
２
年
３

月
19
日
工
期
。

　
令
和
元
年
第
５
回
曽
爾
村
議
会
臨
時
会
が

７
月
24
日
に
開
会
し
、
次
の
と
お
り
審
議
さ

れ
た
議
案
は
、
可
決
さ
れ
同
日
閉
会
し
ま
し

た
。

 

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

□
（
仮
称
）
掛
若
者
定
住
促
進
住
宅
新
築
工

事　
契
約
金
額
９
３
，
４
２
９
，
２
０
２

円
・
受
注
者　

（
株
）
小
田
総
建 

代
表
取
締

役 

小
田
明
志　

令
和
２
年
３
月
16
日
工

期
。

■
議
会
傍
聴
の
お
知
ら
せ

　
本
会
議
や
常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会
は

一
般
に
公
開
さ
れ
、
個
人
で
も
団
体
で
も
自

由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。
傍
聴
は
、
議
会
活
動

に
触
れ
る
最
も
身
近
な
方
法
で
も
あ
り
ま
す

か
ら
、
自
分
の
選
ん
だ
議
員
の
活
動
や
村
政

の
方
針
な
ど
を
実
地
に
見
聞
で
き
る
議
会
の

傍
聴
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
傍
聴
に
あ
た
っ
て
は
、
会
議
当
日
に
議
場

傍
聴
席
入
り
口
に
あ
る
傍
聴
人
受
付
簿
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
を
ご
記
入
し
て
い
た
だ
く

だ
け
で
傍
聴
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
次
回
定
例
会
は
、
９
月
で
す
。

　
な
お
、
議
会
日
程
等
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
議
会
傍
聴
の
お
知
ら
せ

臨　
時　
会

■ 

工
事
請
負
契
約
の
締
結

■ 

工
事
請
負
契
約
の
締
結

説
明

答
弁
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　6月23日（日）、曽爾中学校体育館において曽爾村体育協会主催「村民バレーボール大会」を開催し
ました。
　熱戦を制し優勝に輝いたのは、小長尾チームでした。惜しくも決勝で敗れてしまいましたが、伊賀見
チームが準優勝となりました。
  各大字の選手や役員の皆様のご協力で無事大会を終えることができました。
　ありがとうございました。

曽爾村民バレーボール大会　優勝・小長尾チーム

　7月12日（金）午後7時30分から、山名聡とコナ
ンフレンズ・オカリナグループすまいる和の皆さんを
お招きし、「地域のぬくもりの中で」と題し、差別を
なくす村民集会を開催しました。約80名の方が参
加し、優しい音色とすまいるの輪が広がるトーク＆
ライブでした。

　前曽爾村教育委員会教育委員の山浦康二さんのこれまでの活
動・取組が、本村教育行政の推進・発展に多大の功績をあげたとし
て、表彰を受けられました。
　多年にわたり、ご尽力頂いたことに対しお礼申し上げます。

差別をなくす村民集会

「社会を明るくする運動」強調月間　啓発活動

前教育委員　山浦康二さんが全国市町村
教育委員会連合会功労者表彰を受賞され
ました！

　社会を明るくする運動は、村民一人ひとりが、それぞれの立場で力を合わせて、犯罪や非行のない明るい
地域社会を築こうとする運動です。
  ７月の強調月間において、曽爾村では、保護司会及び更生保護女性会が中心となって、「犯罪や非行を防
止し、立ち直りを支える地域のチカラ」をスローガンに、７月５日（金）に村内巡回を行いました。
　また毎年、小・中学生を対象にした「“社会を明るくする運動”作文コンテスト」の応募作文を募集してい
ます。

準優勝　伊賀見チーム優勝　小長尾チーム
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☆ごほうびのアイスおいしかったよ☆

☆6月27日〜28日

おとまりほいくに
　行ってきました☆

☆自然の家に到着！☆
2日間頑張るよ！！

☆元気いっぱい
　なかよし年長組(青組)9名です☆

☆おしり探偵ごっこ☆
　暗号を解いてごほうびGET！！

☆リュウソウジャーに変身！！☆☆キャンドルサービスでプリキュアダンス☆

☆ごはんも
　モリモリ食べたよ☆

♪カッパを着て
　おかめ池周辺の散策♪

☆ あおぐみさんの

　 紹介をします ☆
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　第70回奈良県民体育大会軟式野球が、７月７日（日）桜井市芝運動公園で開催されました。曽爾村チー
ムは宇陀郡代表として予選を勝ち上がり、準決勝では五條市チームと対戦しました。両チームとも投手が
好投し１点を争う好ゲートとなりました。曽爾村チームは勝ち越しのチャンスがあったのですが、７回までに
決着がつかず延長戦になりました。延長戦は、ノーアウト１・２塁にランナーがいるタイブレーク制で行いま
した。五條市チームを０点に押さえた曽爾村チームは，その裏押し出しで１点を取り、決勝に進みました。

　決勝戦は、大和高田市チームと対戦しました。決勝戦は準決勝の30分後の試合開始で、曽爾村チームは
十分な休息を採る間もなく決勝戦に臨みました。曽爾村チームは決勝戦を継投で押さえようとしましたが、
初回に２点を先攻されました。しかし６回に１点差に詰め寄りましたが、その裏３点をとられる苦しい試合
展開となりました。１対５で惜しくも大和高田市チームに負けましたが、準優勝という輝かしい成績を挙げ
ることができました。

第70回奈良県民体育大会軟式野球  曽爾村チームが準優勝

　去る6月27日から29日に奈良県吉野町で「日本
で最も美しい村」連合総会が開催されました。加
盟している６３町村が集まり、美しい村づくりの取
り組み紹介や、意見交換会を行いました。同じ奈
良県での開催とのこともあり、吉野町、十津川村、
曽爾村の首長が壇上でパネルディスカッションを行
い、曽爾村の取り組みについて説明を行いました。
　また、曽爾村を代表する文化財の1つとして「獅
子舞」を披露させていただき、盛大な総会となりま
した。

　引き続き美しい村連合の加盟村として曽爾村の豊かな自然、文化を未来に残せるように美しい村連合一
丸となって取り組んでいきたいと思います。

「日本で最も美しい村連合」総会 in 吉野町

　軟式野球は、ここ数年予選
で敗退し、県民体育大会に出
場することすら難しかったの
ですが、70回の記念大会で準
優勝という好成績を残してく
れました。
　曽爾村チームの東口敏哉監
督はじめ選手のみなさんの健
闘と活躍にエールを送りたい
と思います。

五條市
曽爾村

合計
0
1

1
0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

5
0
0

6
0
0

7
0
0

8
0
1×

曽爾村
大和高田市

合計
1
5

1
0
2

2
0
0

3
0
0

4
0
0

5
0
0

6
1
3

7
0
×

五條市
曽爾村

合計
0
1

1
0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

5
0
0

6
0
0

7
0
0

8
0
1×

曽爾村
大和高田市

合計
1
5

1
0
2

2
0
0

3
0
0

4
0
0

5
0
0

6
1
3

7
0
×
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【アンケート集計結果（抜粋）】 　アンケート回答数136名

　令和元年6月29日（土）、村民の方を対象に一斉避難訓練、各大字役員等を対象に実技訓練を行いまし
た。
　避難訓練の参加者数は、616名（全村民の42.6％）と大変多くの方にご参加いただきました。また、参加
者に記入いただきましたアンケートの集計結果につきましては、各大字に報告し今後の自主防災活動や防
災訓練の実施に役立てていただきたいと思います。村民の皆様のご協力ありがとうございました。

曽爾村防災訓練を開催しました！

■防災訓練に参加して良かったと思いますか。
　とても良かった　　　　　  25名（19％）
　良かった　　　　　　　　101名（74％）
　あまり良くなかった　　　　 7名（5％）
　良くなかった　　　　　　　 0名（0％）
　無回答　　　　　　　　　　 3名（2％）

■今後も定期的に防災訓練の実施が必要であると思いますか。
　必要である（年1回程度）　　　105名（77％）
　必要である（２,３年に1回程度） 20名（15％）
　必要でない　　　　　　　　　　  3名（2％）
　わからない　　　　　　　　　　  3名（2％）
　無回答　　　　　　　　　　　　  5名（4％）

■防災訓練の内容について改善点やご提案（抜粋）
・足が不自由な方をどのように誰が手助けするのかを決めておかないと、実際に災害が起きた時、

誰が手助けをするのだろうか。
・防災訓練(防災)に関するDVDビデオ等の鑑賞も良

いと思う。
・移動できない高齢の方を迎えに行くなどの訓練を

してはどうか。

■ご意見・ご感想（抜粋）
・ただ集合し集まっているだけであり、もう少し工夫があればと思う。
・みんなで訓練する良い機会になりました。

とても良かった
19%

良かった
74%

あまり良くなかった5％
良くなかった0％ 無回答 2%

必要である
（年1回程度）

77%

必要である（2,3 年
に1回程度）15%
必要である（2,3 年
に1回程度）15%

必要でない 2%
わからない 2% 無回答 4%

実技訓練

低山フェスin そに開催
　8月31日（土）、9月1日（日）に「低山フェスin そに」が開催されます。曽爾村の山 を々登山ガイドと一
緒に登り、安全に楽しく登山をすることができます。
　また、登山だけでなく会場では写真教室やピザ作り体験、水鉄砲バトルも開催し大人から子供まで
存分に楽しめるイベントです。夏休みの想い出として是非参加してみてはいかがでしょうか。
日時　8月31日（土） 9：00～16：00 ・ 9月1日（日） 9：00～15：00
場所　森林組合土場
　事前予約や先着順がありますので、詳細は下記までお問い合せください。

お問い合わせ　曽爾村役場企画課　☎94-2116
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伊勢本街道整備事業完了と今後の活用
  曽爾村教育委員会

　本村の山粕を通る伊勢本街道は、天照大神の御神霊を奉じる大神宮を伊勢に祀った倭姫命（ヤマトヒメノ
ミコト：第１１代垂仁天皇の皇女）が大和から伊勢に向かった際に通った道といわれています。お伊勢参りの
旅が一般的となった江戸時代には奈良から伊勢に至る最短の道として多くの旅人で賑わいました。そのため山
粕は、問屋をはじめ多くの旅籠や商店が建ち並び宿場として大変賑わったようです。
　伊勢本街道は、平成8年に文化庁が選定した「歴史の道100選」に選定されています。本村にとりまして伊
勢本街道は歴史的価値のある貴重な文化財であります。しかし、伊勢本街道の山粕峠に至る道は長年にわた
る増水や台風による路肩の崩壊や倒木などで、街道としての機能が失われつつありました。
　そのため平成２８年度から文化庁の「歴史の道保存事業」を活用するとともに奈良県の支援を受け、「伊勢
本街道整備事業」として着手しました。境界確認・発掘調査・街道修復・案内表示看板設置などの事業を進
め、地元山粕をはじめ多くの地権者の協力を得て平成３１年３月に事業が完了しました。
　また、この間「曽爾村伊勢本街道整備・活用等検討委員会」を立ち上げ、奈良県立橿原考古学研究所：菅
谷文則所長（本年5月末退任・6月逝去）を会長に、歴史や文化財行政の専門家に委員に就任していただき、
伊勢本街道の保存・整備・活用について多くの指導・助言を受けました。このように歴史ある伊勢本街道を保
存・修復することで文化財としての価値を高めるとともに、地元山粕はもちろん曽爾村の観光振興に大いに役
立つものと期待しています。
　現在、曽爾村教育委員会では伊勢本街道を「国の史跡」（歴史・学術上価値の高いものを指し、国が指定
するもの）指定が受けられるよう進めているところです。また街道として繋がっている宇陀市や御杖村と「伊勢
本街道宇陀地区連絡協議会」を設けて、伊勢本街道の広域的な活用について連携・協力して取り組んでいま
す。

↑山粕峠上り口 ↑山粕峠中腹

↑鞍取峠の案内看板

←山粕峠
　　佐田の宮付近



11

　
い
じ
め・体
罰・不
登
校・児
童
虐

待
な
ど
の
子
ど
も
の
人
権
に
関
わ
る

問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、人
権
擁

護
委
員
及
び
法
務
局
職
員
が
左
記

の
と
お
り
無
料・秘
密
厳
守
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。

日
時　
８
月
29
日（
木
）か
ら
９
月

４
日（
水
）ま
で
。午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
７
時
ま
で（
土
日
は
午

前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

◎
全
国
一
斉「
子
ど
も
の
人
権
１
１

　

０
番
」電
話
番
号

　
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０（
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）※
携
帯
電
話・Ｐ

Ｈ
Ｓ
使
用
可
、一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話

使
用
不
可

対
象　
県
内
在
住
の
児
童・生
徒
及

び
そ
の
保
護
者

相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
及
び
法

務
局
職
員

お
問
い
合
わ
せ　

奈
良
地
方
法
務

局
人
権
擁
護
課（
☎
０
７
４
２-

２
３-

５
４
５
７
）

　
５
年
後
に
訪
日
観
光
客
に
よ
る
宿

泊
数
が
日
本
人
観
光
客
の
宿
泊
数
を

追
い
抜
く
と
推
計
さ
れ
る
中
、奈
良

県
内
で
も
有
数
の
観
光
交
流
資
源
を

有
す
る
曽
爾
村
に
お
い
て
、イ
ン
バ
ウ

ン
ド
向
け
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
窓
口
や

里
山
ガ
イ
ド
の
育
成
、観
光
商
品
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま

す
。こ
れ
に
先
が
け
て
、左
記
の
ワ
ー
ク

ショッ
プ
を
開
催
し
ま
す
の
で
、ご
興
味

の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
！

日
時　
８
月
７
日（
水
）18
時
～

場
所　

曽
爾
村
役
場
２
Ｆ
農
林
研

修
室

内
容

・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
っ
て
な
に
。

・
曽
爾
村
の
お
も
し
ろ
い
コ
ン
テ

ン
ツ
を
探
そ
う
！

・
英
語
の
練
習

お
問
い
合
わ
せ

　
曽
爾
村
役
場
企
画
課

　
☎
９
４-

２
１
１
６

コース　榛原駅→あぶらや→八咫烏神社→道の駅大宇陀（昼食）→かぎろひの丘万葉公園・人麿呂公園
→宇陀松山城黒門・森野旧薬園（自由散策）→道の駅→榛原駅
開催日時　9月23日（月・祝）近鉄榛原駅北口9時受付、9時30分出発(雨天決行・荒天中止)　
定員　80人(先着順)　　参加費　1,500円（昼食付き）　　申込期間　8月1日（木）～9月10日（火）
申込方法　往復はがきにて、参加される方の①住所②氏名③年齢④電話番号並びに返信用の宛名（代

表者の住所・氏名）を記入のうえ、お申し込みください。はがき１枚２名までとします。
 【申込先】　〒633－0112　桜井市初瀬1626番地の1　 桜井宇陀広域連合事務局　観光探訪係
　　　　　 　☎0744-47-7077 　FAX0744-47-7078    E-mail：info@sakurai-uda.or.jp
※キャンセルは、9月20日（金）17時までにお願いします。なお、当日ご欠席の場合は、キャンセル料を請

求いたします。

　美しい郷土づくりを推進し、住みよいきれいな曽爾村
を守るため、清掃活動に参加されませんか。
日時　令和元年８月24日（土）　午前9時～2時間程度
場所　役場前集合
内容　村内国道・県道沿いのゴミ、空き缶拾い等の清掃
　　　・事前申込みは不要です。当日集合時間にお集ま
　　　　りください。
　　　・火箸、ゴミ袋は用意しますが、軍手などは各自
　　　　ご持参ください。
　　　・軽トラックをお持ちの方は、できるだけ軽トラックでご参加ください。
　　　・大雨、強風の場合は中止します。中止の場合は、当日朝8時頃、防災無線にて放送します。

お問い合わせ　曽爾村役場企画課　☎94-2106

桜井宇陀広域連合観光探訪 万葉歌碑をめぐる旅（宇陀コース）

2019クリーンアップ なら キャンペーン in 曽爾

全
国
一
斉
「
子
ど
も

の
人
権
１
１
０
番
」

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

開
催
し
ま
す
!!
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災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
な
村

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
住
宅
の
耐

震
化
を
促
進
す
る
た
め
、
『
既
存

木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
』
『
既

存
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業
』
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

『
耐
震
診
断
』
に
つ
い
て
は
、

耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め
の
第
一

歩
と
な
り
ま
す
。
村
で
は
無
料
で

実
施
し
、
耐
震
化
の
促
進
を
図
っ

て
い
き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

是
非
ご
検
討
下
さ
い
。

【
事
業
概
要
】

１
．
『
既
存
木
造
住
宅
耐
震
診
断

事
業
』

概
要　

村
か
ら
耐
震
診
断
員
を
派

遣
し
、
無
料
で
耐
震
診
断
を
実

施
し
ま
す
。

　

（
対
象
住
宅
）
※
左
記
の
要
件

を
全
て
満
た
す
こ
と

　

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

着
工
さ
れ
、
居
住
し
て
い
る
木

造
住
宅
②
延
べ
床
面
積
概
ね

２
５
０
㎡
以
下
の
も
の
③
階
数

が
２
以
下
の
も
の
（
地
階
は
除

く
。
）

費
用　
無
料

２
．
『
既
存
木
造
住
宅
耐
震
改
修

事
業
』

概
要　

所
有
者
が
耐
震
診
断
を
受

け
た
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工

事
を
実
施
し
た
場
合
、
工
事
費

の
23
％
（
上
限
50
万
円
ま
で
）

の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
　

但
し
改
修
工
事
費
が
50
万
円

以
下
の
場
合
は
補
助
金
の
交
付

は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
住
宅　

耐
震
診
断
を
受
け
た

木
造
住
宅

【
募
集
時
期
】

　
　

募
集
受
付
期
間
は
令
和
元
年

８
月
１
日
～
８
月
31
日
と
し
ま

す
。
ま
た
、
予
定
戸
数
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
（
申
込
み
が
上
限
に
満

た
な
い
場
合
は
10
月
末
ま
で
随

時
受
付
と
し
ま
す
）

※
各
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事

前
に
必
要
な
手
続
き
等
が
あ
り

ま
す
の
で
、
実
施
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
下
記
窓
口
ま
で
ご

相
談
下
さ
い
。

担
当　
曽
爾
村
役
場
総
務
課

　
　
　
☎
９
４-

２
１
０
１

　
　
　
（
内
線
２
２
３
）

　
一
度
に
多
く
の
品
目
を
回
収
し
ま

す
の
で
、
的
確
に
分
別
し
、
収
集
場

所
の
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

回
収
日

　
令
和
元
年
８
月
３
日
（
土
）

※
前
日
の
２
日
（
金
）
に
収
集

場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

集
積
場
所　
不
燃
物
収
集
場
所
（
か

ん
・
び
ん
と
同
じ
）

品
目　
蛍
光
灯
（
丸
管
）
、
蛍
光
灯

（
直
管
）
、
電
球
、
乾
電
池
、

割
れ
た
蛍
光
灯
、
割
れ
た
電

球
、
水
銀
体
温
計
、
陶
器
、
板

ガ
ラ
ス
、
割
れ
た
ガ
ラ
ス

出
し
方　
収
集
場
所
に
、
品
目
ご
と

に
分
別
し
、
蛍
光
灯
、
乾
電
池

な
ど
袋
に
入
れ
ら
れ
る
も
の
は

破
れ
に
く
い
袋
に
入
れ
、
入
ら

な
い
物
は
ひ
も
で
縛
る
な
ど
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ボ
タ
ン
電
池
は
テ
ー
プ
で
絶

縁
し
て
出
し
て
下
さ
い
。

・
割
れ
て
い
な
い
蛍
光
灯
は
紙

な
ど
で
包
ん
で
出
し
て
下
さ

い
。

そ
の
他

・
業
者
の
方
は
、
自
己
責
任
に
よ
り

適
切
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

・
自
動
車
の
バ
ッ
テ
リ
ー
は
回
収
で

き
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ

　
曽
爾
村
役
場
住
民
生
活
課

　
☎
９
４-

２
１
０
２

『
既
存
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
』及
び『
既
存

木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業
』を
実
施
し
ま
す

蛍
光
灯
・
乾
電
池
・

陶
器
・
ガ
ラ
ス
等
の

収
集
に
つ
い
て
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　児童扶養手当について
対象　次のいずれかに該当する児童（18歳に達する日以降最初の3月31日までの児童。児童に障害がある場合

は20歳未満まで）を養育している父または母、父母に変わってその児童を養育している方。
・ 父母が離婚した児童　　　　　　　　　　　・ 父または母が死亡（または生死不明）の児童
・ 父または母が重度の障害を有する児童　　　 ・ 婚姻によらないで生まれた児童
・ 父または母が１年以上拘禁されている児童　　・ 父または母に１年以上遺棄されている児童
手当の額　 手当の額は、父または母や、生計を同じくする扶養義務者などの所得に応じて決まります。所得制限

限度額を超えると手当を受けることができなくなります。
平成31年4月（支給は8月）から加算額が変更になりました。

※支払期月が、年4回から年6回に変更になります！
　令和元年度は、4･5･6･7月分を８月に、8･9･10月分を１１月に、11･12月分を1月に、1･2月分を３月に支払われ
ます。これ以降は支払月の前月までの2ヶ月分が支払われます。

　特別児童扶養手当について
対象　次のいずれかに該当する２０歳未満の児童を家庭で養育している父や母など。
　・「身体障害者手帳」概ね１級、２級、または３・4級の一部
　・「療育手帳」概ねA1、A2、Bの一部の児童
手当の額　手当の額は児童の障害の程度に応じて決まります。請求者または配偶者・生計を同じくする扶養義

務者の所得が所得制限限度額を超えると手当を受けることができなくなります。
平成31年4月（支給は8月）から下記の額に変更になりました。

　認定請求について　　これらの手当は、受給資格認定を受けた後、請求日の属する月の翌月分から支給されま
す。遡及して手当を受給することはできませんので要件に該当すると思われる方で現在手当を受けていない方
は、速やかに手続きをしてください。

　現況届（所得状況届）について　 現在手当を受けている方には、現況届（所得状況届）に必要な書類一式を７月
下旬に郵送しておりますので、必要書類をそろえて住民生活課へ提出してください。（書類が届かない場合は連
絡してください。）この届の提出がないと、８月以降の手当が受けられなくなりますので注意してください。

 『未婚の児童扶養手当受給者に対する臨時・特別給付金』について
　令和元年１１月分の児童扶養手当を受給する方で、令和元年１０月３１日時点で婚姻したことがない方、事実婚
をしていない方が対象です。
   対象となる方には、現況届と一緒に申請用紙を送付しています。
○給付額：17,500円
○申請期間：令和元年8月1日～12月2日（郵送の場合は消印有効）
○申請方法：申請用紙に必要事項を記入・押印のうえ、必要な添付書類とともに曽爾村役場住民生活課に提出

してください。
〈添付書類〉・戸籍謄本　・申請者の本人確認書類（運転免許証、マイナンバーカード、パスポート等）の写し
　　　　　  ・受取口座の通帳またはキャッシュカードの写し
　　　　　　※「児童扶養手当振込口座への振込を希望」する場合は必要ありません。

お問い合わせ　曽爾村役場住民生活課　☎94-2102（直通）

  児童扶養手当・特別児童扶養手当のご案内

児童２人児童１人 児童３人以降
全部支給
一部支給

障害の程度
１級
２級

手当の額（児童一人あたりの月額）
52,200円
34,770円

42,910円
10,120円～42,900円

10,140円
5,070円～10,130円

6,080円
3,040円～6,070円

加　算　額
区　分



14

日時・場所　9月21日（土） 午後2時～4時
　　　　　　曽爾村立曽爾小学校（雨天の場合は、曽爾小学校体育館）
参加対象者　4歳～小学生（サッカー経験・性別は問わず）
定員　40名（先着順）　　参加費　無料
持ち物　運動靴（金属スパイク不可）、タオル、飲物。
　　　　※サッカーボールは主催者で準備しますが、マイボールを持参可。
　　　　 ※雨天の場合は、上履きをご持参ください。
申込方法　開催日の5日前までに参加申込書（HP.参照）を
　　　　　FAX・郵送または持参してください。
お問い合わせ　桜井宇陀広域連合　サッカー教室係へ
　　　　　　　☎0744-47-7077
　　　　　　　FAX0744-47-7078
　　　　　　　e-mail : info@sakurai-uda.or.jp

スポーツ振興くじ（toto）助成事業
桜井宇陀こどもサッカー教室（曽爾）の開催について

伐木の業務（則36-８）特別教育修了者を対象とした補講［2.5時間］
林業・木材製造業労働災害防止協会　奈良県支部
奈良県森林組合連合会(奈良県林業機械化推進センター）

　「労働安全衛生規則の一部を改正する省令等の施行について」（平成31年2月14日付け基初0214第9
号）により定められた補講については、令和2年8月1日の施行日までに受講されないと、施行日以降にチェー
ンソーを用いた伐木造材作業に就いていただけません。今般、次のとおり「補講」を開催いたしますので、伐
木等業務(チェーンソー)の特別教育（安衛生規則第36条第8号）を修了された方は是非この機会に補講を
受講して下さい。
講習日時　令和元年9月4日（水）
　　　　　1部  午前９：00～11：30（受付8：30～）　　2部  午後13：30～16：00（受付13：00～）
　　　　　※受講時間は午前の部から割り振ります。午前午後の指定はできませんのでご了承ください。 
講習会場　曽爾村老人福祉センター会議室　曽爾村大字塩井991-1　☎0745-96-2133
講習科目　《学科2時間》　①関係法令　②造材の方法に関する知識
　　　　　　　　　　　　③下肢の切創防止用保護衣等の着用に関する知識   
 　  《実技30分》　 ④下肢の切創防止用保護衣等の着用   
申込窓口　「受講申込書」に必要事項を記載いただき、写真2枚・チェーンソー特別教育修了証 の写し(両

面)又はチェーンソー手帳の「住所、氏名等の記載された面」の写し・本人確認資料(免許証等
の写し)を添付のうえ曽爾村森林組合まで提出してください。

　　　　　※曽爾村大字今井97　曽爾村森林組合　☎0745-94-2611
　　　　　※「受講申込書」については曽爾村森林組合にお問い合わせ下さい。
申込締切　令和元年8月23日（金）
受講料等　受講料4,000円 + テキスト代1,080円 = 5,080円（税込） 
　　　　　※曽爾村森林組合でお支払い下さい。
当日持参品　・受講申込者が普段使用している保護衣（防護ズボン又はチャップス）、ヘルメット、
　　　　　　　防振手袋、袋、耳栓　※お持ちでなければお貸しします。
 　　  ・筆記用具

講習のご案内　チェーンソー作業従事者特別教育［補講］
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区　分

29年度
（注）人件費には、議員報酬、各種委員報酬、特別職給与、共済費等を含みます。

（注）１．職員手当には退職手当を含みません。　２．職員数は平成29年4月1日現在です。

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務
　　　している場合は、採用後の年数をいうものです。
　　  「－」は該当する職員がいません。

住民基本台帳人口
（30年1月1日）
1,511人

歳出額（A）

2,648,342千円

実質収支額

45,550千円

人件費（B）

426,043千円

人件費率
（B/A）
16.1％

（参考）28年度
人件費率
19.4％

　職員の給与について広く村民のみなさんに知っていただきご理解を得るために、次のとおり概要版を
公表します。
▼人件費の状況（普通会計決算）

区　分

29年度

職員数
(A)
38人

給　　　　与　　　　費
職員手当
20,991千円

給　　料
126,462千円

計(B)
196,449千円

期末・勤勉手当
48,996千円

（参考）1人当たりの
給与費(B/A)
5,170千円

区　分

曽爾村
国

一般行政職
平均年齢
39.0歳
43.5歳

平均給料月額
280,602円
329,845円

▼職員給与費の状況（普通会計決算）

区　　分
標準的な職務内容

職員数
構成比

５級
課長・主幹
7人
20.6％

４級
課長補佐
9人
26.5％

３級
主　　任
7人
20.6％

２級
主　　事
7人
20.6％

１級
主 事 補
4人
11.8％

▼一般行政職の級別職員数 (平成30年4月1日現在)

区分 曽　　　爾　　　村
支給月

区　分

扶養手当

住居手当

通勤手当

内　　　容  （月額）
配偶者　　　　　   6,500円
扶養親族1人につき　　　　  

　子  10,000円
子以外    6,500円

満16～22歳の間にある子
　　1人につき5,000円加算
借家　　　　上限27,000円
交通機関利用 上限55,000円
自家用車使用
（2km未満）未支給
（2km以上）
　　　 2,000円～31,600円

期末手当 勤勉手当 同　じ

役職加算
5～20％

役職加算
5～10％

定年前早期退職特例措置
2～45％加算

同　じ

同　じ

6月12月 2.60月分 1.80月分

支給率 自己都合 応募認定･定年
勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

19.670月分
28.040月分
39.758月分
47.710月分

24.58688月分
33.27075月分
47.709    月分
47.709    月分

国
▼職員の手当の状況 (平成30年4月1日現在)

▼職員の平均給料月額及び平均年齢 (平成30年4月1日現在)

区　　　分

一般行政職
大学卒
高校卒

曽爾村

179,200円
147,100円

国

同じ
同じ

▼職員の初任給の状況 (平成30年4月1日現在)

区　　　分

一般行政職
大学卒
高校卒

経験年数
10年まで
235,600円
　　　  －円

経験年数
20年まで
321,400円
　　　  －円

経験年数
30年まで
　　　  －円
356,500円

▼職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 (平成30年4月1日現在)
区　　　分

給 

料

勤
勉
手
当

期
末
手
当

退
職
手
当

報 

酬

村　長
副村長
教育長
議　長
副議長
議　員

612,000円
522,000円
432,000円
210,000円
166,000円
158,000円

期末手当

支給割合
3.30月分

役職加算 20％

▼特別職の報酬等の状況 (平成30年4月1日現在)

曽爾村職員の給与を公表します
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開館日　月〜金曜日（祝祭日は休館）
　　　　　…8時30分〜17時00分
　　　　毎週土曜日…13時〜17時
　　　（土曜日の開室は日直対応となります。）
☆平日、図書室に職員がいませんので、教育委員

会事務局までお越しください。

○おはなし会
　日時  8月8日（木） 10時〜11時
　場所　曽爾保育園遊戯室

図 書 室 だ よ り

　次のとおり休診します。

8月15日（木）
8月16日（金）

診療所からのお知らせ［医科］

ご結婚おめでとうございます
6月27日　大字小長尾　　　芝 田　秀 人 さん
　　　　　大字小長尾　　　吉 村　委 久 さん

謹んでお悔やみ申し上げます
6月21日　 大字塩井　 北 口　敏 之さん（88歳）

みんなの広場
8月号

令和元年8月1日発行
（通巻574号）

大字別の人口・世帯数
人口　 世帯

山　粕　185　　 96
（−1）（±0）

掛　　106　　 56
（±0）（±0）

長　野　172　　 79
（±0）（±0）

小長尾　124　　 56
（−2）（−1）

今　井　187　　 87
（−1）（−1）

塩　井　  97　　 45
（−1）（−1）

葛　　118　　 51
（±0）（±0）

太良路　114　　 58
（±0）（±0）

伊賀見　336　  157
（−1）（−1）

（令和元年7月1日現在）

●発行　曽爾村役場
●編集　総務課
　〒633-1212
　奈良県宇陀郡曽爾村
　　　　大字今井495-1
　　☎　0745-94-2101
　ＦＡＸ 　　　94-2066
●印刷　伊和印刷　
●広報曽爾題字
　故　清水公照
　　（第207世、第208世
　　　東大寺別当）　

高齢者クラブ活動
（全て13：30～）

カラオケ　第１・第３㊍
民　謡　月 1 回　　
手　芸　月 1 回　㊎
陶　芸　第４　　㊌
民　踊　第２・第４㊍
舞　踊　月 2 回　㊋
　　

人口1,439人
（− 6）

男　664人
（− 4）

女　775人
（− 2）

世帯数685世帯
（− 4）

（令和元年7月1日現在）

事  業  名 実施日 時  間 対 象 者 場所・内容等

19:30～
21:00 保健推進員8月20日㈫

9:30～
11:00

未入園児と
保護者8月21日㈬

○場所：曽爾村役場
○内容：「健診結果の見かた、活かし方」
　　　　講師：奥田栄養士
○場所：保育園
○内容：発達相談など
○スタッフ：心理士、保育士、保健師
曽爾ふれあいセンター

掛農業集会所

長野公民館

小長尾公民館

今井集落センター

塩井集落センター

葛集落センター

太良路公民館

伊賀見集落センター

  9:00～11:00
13:30～15:30
  9:00～11:00
13:30～15:30
  9:00～11:00
13:30～14:30
15:00～16:00
  9:00～11:00
13:30～15:30

特定健診または
後期高齢者健診
を受けられた方

8月26日㈪

8月27日㈫

8月28日㈬

8月29日㈭

健診結果
説明会

のびのび広場

保健推進員会
定例会

ほけん事業予定表（8月）

元気いっぱいにス
クスク育ってね。 

いつもニコニコの
しのちゃん、これか
らも楽しいことた
くさんしようね！

いつも笑顔でいて
くれてありがとう

こんなに大きくなりました
広報誌デビュー

平成30年8月6日生

平成30年8月5日生

平成30年8月6日生

大字 長野

小東颯斗くん

大字 掛

髙松慈乃ちゃん

大字 今井

山田弥命くん

 こ　ひがし はや　  と

たか  まつ　  し　  の

やま　 だ　　み　 こと


